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＊＊＊「フェアトレード」とは、開発途上国の原料や製品を適正な価格で継続的に購入する

ことで、生産者や労働者の生活改善と自立を目指す「取引のしくみ」の事です。＊＊＊ 

                 （一方的な寄付ではない持続可能な取り組みです） 

＊＊＊「エシカル消費」人・社会・環境に配慮した消費活動。「フェアトレード」商品を買

うこともそのひとつ。 

＜フェアトレードの歴史＞ 

１９５０～１９６０年代・・・南北問題がクローズアップ。 

１９６０年代・・・イギリスの団体、オックスファムが生産者支援のため、途上国の民芸品

などを販売。（国際市場や一般流通を介さないので、お互いの顔が見えます。） 

１９７０年代・・・欧米各国で、途上国から手工芸品や農産品を売るショップが誕生。 

１９８０年代・・・ビジネス化、ネットワーク化 

１９９０年代・・・多様化、ファション化、日本各地にもフェアトレードの NGOや会社、シ

ョップが広がる。 

２０００年代～世界各地で「フェアトレードタウン」運動なども広がる。イギリスで誕生し

て以来、世界３０か国以上に広がり、フェアトレードタウンの数も２０２２年には２２０８

都市に達しています。日本では、２０１１年に、日本初のフェアトレードタウンになった熊

本市を始め、名古屋市（２０１５年）、逗子市（２０１７年）、浜松市（２０１７年）、札幌

市（２０１７年）、いなべ市（２０１９年）の合計６都市が認定されています。３年毎の更

新。フェアトレードタウンを認定する基準は、各国独自で定められており、日本においては、

イギリスで最初にさだめられた基準に、「地域活性化」を加えた６基準としています。これ

は、地域の課題に取り組む他の運動との連携により、より広範で持続的な活動を目指してい

るためです。世界で初めてフェアトレード大学に認定されたのはオックスフォードブルッ

クス大学で、欧米を中心に２８６大学（２０２２年）あります。日本では２０１４年に静岡

文化芸術大学、２０１９年に札幌学院大学と北星学園大学、２０２１年に青山学院大学。 

＜館山近郊・フェアトレードマップ＞作りましたよ。見てくださいね。（田中惣一商店の HP

から、「フェアートレード」を検索していただくと、見れますよ。（スマホでも OK!） 

・・・フェアトレード商品を販売しているお店や、フェアトレードの素材（コーヒー、カカ

オ、塩、砂糖、ナッツ等々）を使ってお菓子やスイーツを販売して下さるお店などをご紹介

しています。私たちがお調べして、許可の頂いたお店をご紹介していますが お客様のほう

で、また、ご紹介くださいね。（田中まで）みなさんで、マップを作りましょう！ 

＜フェアトレード・ミリオンアクションキャンペーン＞世界中で５月は、フェアトレード月

間です。今年も５月１日～３１日まで。「SNS投稿」「イベント参加」で、フェアトレード商

品が抽選で当たります。今年は、１アクションに付き、１円が寄付されます。また、詳細が

決定次第、「フェアトレード便り」「フェイスブック」「インスタ」でお知らせしますね。 


